
日
頃
は
、
土
岐
市
消
防
団
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
土
岐
市
消
防
団
は
、
い
つ
何
時
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
に
対
し
て
、
土
岐
市
民
の
生
命
　・　
身
体
　・　
財
産
を
守
る
た
め
、

火
災
　・　
水
害
　・　
救
助
な
ど
の
訓
練
等
に
励
み
、
ひ
と
た
び
災
害
が
発
生

す
れ
ば
昼
夜
問
わ
ず
団
員
一
丸
と
な
っ
て
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

昨
今
、
災
害
は
火
災
に
限
ら
ず
地
震
や
水
害
な
ど
予
測
不
能
で
複

雑
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
全
国
の
消
防
団
員
は
、

率
先
し
た
避
難
誘
導
、
人
命
救
助
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
等
で
住
民

の
大
き
な
支
え
と
な
る
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
消
防
団
の
強
み
は
、

何
よ
り
も
自
ら
の
地
域
を
よ
く
知
り
、
地
域
を
愛
す
る
住
民
が
志
を

一
つ
に
し
て
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
土
岐
市
消
防
団
は
、
そ
ん

な
団
員
が
集
ま
り
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
こ
と
を

使
命
感
に
持
ち
、
日
頃
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
及
び
活
性

化
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
に
頼
ら
れ
る
こ

と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
土
岐
市
消
防
団
に
少
し
で

も
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
、
土
岐
市
消
防
団
に
入
団
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
団
員
一
同
、
地
域
の
安
全
安
心
を
守

る
仲
間
が
少
し
で
も
多
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
入

団
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
今
回
、
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
に
濃
南
分
団
が
土
岐
市
消

防
団
の
代
表
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
で
は
濃

南
分
団
が
訓
練
成
果
を
発
揮
し
、
令
和
初
の
優
勝
分
団
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
み
な
さ
ま
も
ご
声
援
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

消
防
操
法
と
は

火
災
消
火
を
想
定
し
た
基
本
的

操
作
の
訓
練
の
こ
と
で
、
消
防
装

備
の
扱
い
方
や
迅
速
な
消
火
活
動

の
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
防
操
法
に
は
「
小
型
ポ
ン
プ
」

の
部
と
「
ポ
ン
プ
車
」
の
部
が
あ

り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
設
置
さ
れ

た
防
火
水
槽
か
ら
給
水
し
、
火
災

現
場
を
想
定
し
た
「
火
点
」
と
呼

ば
れ
る
的
め
が
け
て
放
水
・
撤
収

す
る
ま
で
の
一
連
の
動
作
の
正
確

さ
と
速
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
大

会
を
行
う
こ
と
で
技
術
習
得
の
効

率
が
上
が
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
各

分
団
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
士
気
の

高
揚
に
も
繋
が
り
ま
す
。

土
岐
市
消
防
操
法
大
会

土
岐
市
消
防
操
法
大
会
は
、
昭

和
34
年
か
ら
33
回
開
催
さ
れ
て
い

る
歴
史
の
あ
る
大
会
で
す
。

市
内
の
各
分
団
が
、
日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
懸

命
に
訓
練
し
、
競
い
合
っ
て
き
ま

し
た
。

岐
阜
県
消
防
操
法
大
会

土
岐
市
消
防
団
で
は
、
岐
阜
県

消
防
操
法
大
会
に
各
分
団
が
毎
年

順
番
に
出
場
し
、
一
定
の
成
果
を

あ
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
更

な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、

平
成
28
年
か
ら
市
消
防
操
法
大
会

で
優
勝
し
た
分
団
が
、
岐
阜
県
消

防
操
法
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
大
会
で
各
分
団
が

競
い
合
っ
た
結
果
、
優
勝
し
た
分

団
が
出
場
す
る
こ
と
で
岐
阜
県
消

防
操
法
大
会
の
土
岐
市
代
表
と
し

て
更
に
好
成
績
が
残
せ
る
と
考
え

た
か
ら
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
平
成
28
年
妻
木
分

団
、
平
成
29
年
下
石
分
団
、
平
成

30
年
肥
田
分
団
が
土
岐
市
消
防
操

法
大
会
に
優
勝
し
、
出
場
し
た
岐

阜
県
消
防
操
法
大
会
で
好
成
績
を

あ
げ
て
き
ま
し
た
。

消
法防
操

日　時　8月4日（日）
　　　　午前８時～午後５時
場　所　飛騨エアパーク
　　　　高山市丹生川町北方2635　―　7
当日は、地元の高校生や音楽隊による演奏

や地元食材の販売なども実施
　県庁消防課　☎058　―　272　―　1122

５年間の岐阜県消防操法大会土岐市消防団の結果
年 出場分団 結果 開催場所

平成26年 妻木 ７位 白川村
平成27年 泉 敢闘賞 海津市
平成28年 妻木 ８位 多治見市
平成29年 下石 ３位 瑞穂市
平成30年 肥田 敢闘賞 郡上市
令和元年 濃南 ８月４日実施 高山市

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

土
岐
市
消
防
団
団
長

�

楓
　
康
典
さ
ん

岐阜県消防操法大会開催案内 日
本
消
防
協
会
に
よ
る
優
良
消
防

団
︵
竿か
ん
と
う
じ
ゅ

頭
綬
︑
表
彰
旗
︶
を
受
章

土
岐
市
消
防
団
が
、
日
本
消
防

協
会
か
ら
平
成
30
年
３
月
に
竿
頭

綬
、
平
成
31
年
３
月
に
表
彰
旗
を

受
章
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
土
岐
市
消
防
団
の
長

年
の
活
動
が
称
え
ら
れ
、
全
国
の

消
防
団
の
中
か
ら
優
良
消
防
団
と

し
て
認
め
ら
れ
た
、
大
変
栄
誉
な

受
章
で
す
。

今
後
も
受
章
に
恥
じ
な
い
よ
う

に
更
な
る
活
動
に
励
ん
で
い
き
ま

す
。

▼
災
害
対
応

消
防
職
員
と
連
携
し
、
消
火
活

動
、
避
難
誘
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
消
防
操
法
大
会

火
災
の
消
火
活
動
を
想
定
し
た

基
本
的
操
作
の
技
術
を
各
分
団
が

競
う
大
会
で
、
優
勝
分
団
は
、
県

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

▼
消
火
訓
練

地
域
の
み
な
さ
ん
に
消
火
器
の

使
い
方
や
消
火
栓
の
取
り
扱
い
方

を
指
導
し
、
地
域
と
の
連
携
を
図

っ
て
い
ま
す
。

▼
水
防
訓
練

堤
防
の
決
壊
な
ど
の
水
災
害
に

備
え
、
土
の
う
作
り
、
水
防
工
法
、

避
難
誘
導
な
ど
の
訓
練
を
定
期
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
年
末
特
別
警
戒
︵
夜
警
︶

年
末
の
火
災
多
発
期
に
夜
警
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
予

防
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

▼
消
防
出
初
式

新
年
に
消
防
団
員
が
消
防
訓
練

な
ど
を
披
露
し
、
新
し
い
一
年
の

無
火
災
、
無
災
害
を
祈
念
す
る
行

事
で
す
。

土
岐
市
消
防
団
は
、
昭
和
36
年

４
月
１
日
、
土
岐
市
１
団
８
分
団

（
土
岐
津
、
下
石
、
妻
木
、
鶴
里
、

曽
木
、
駄
知
、
肥
田
、
泉
）
に
組

織
を
改
編
し
、
翌
37
年
５
月
11
日

に
消
防
音
楽
隊
を
創
設
、
平
成
13

年
４
月
１
日
に
は
女
性
消
防
隊

（
後
の
き
き
ょ
う
分
団
）
を
創
設

し
ま
し
た
。
平
成
21
年
４
月
１
日
、

鶴
里
分
団
と
曽
木
分
団
を
統
合
し
、

濃
南
分
団
と
し
て
再
編
、
平
成
22

年
４
月
１
日
に
機
能
別
分
団
を
新

編
成
し
、
き
き
ょ
う
分
団
を
各
分

団
付
き
の
き
き
ょ
う
班
に
位
置
づ

け
、
今
日
に
至
り
ま
す
。

現
在
、
団
員
４
７
１
人
が
所
属

し
、
消
防
団
用
の
消
防
車
27
台
が

各
分
団
に
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
災
時　
消
火
活
動
、
残
火
処
理
、

救
助
活
動
、
警
戒
巡
視
、
避
難
誘

導
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
な

ど平
時　
消
火
・
操
法
訓
練
、
地
域

行
事
で
の
警
備
、
地
域
住
民
へ
の

防
火
指
導
、
地
域
で
の
防
災
訓
練

で
の
指
導
、
年
末
特
別
警
戒
（
夜

警
）
な
ど

主
な
活
動

土
岐
市
消
防
団
の
歴
史

消
防
団
の
役
割

火
災
が
起
き
た
と
き
な
ど
に
、
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
付
け
て
く

れ
る
消
防
団
。

団
員
は
、
自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、
火
災
、
風
水
害
や
地
震

災
害
な
ど
の
災
害
対
応
を
行
う
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
共
助
の
精
神

に
基
づ
き
、
日
頃
か
ら
訓
練
を
重
ね
、
発
災
時
に
は
消
防
職
員
と
連

携
し
、
私
た
ち
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

消防操法大会

土
岐
市
消
防
団

ト
ピ
ッ
ク
ス

市
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る

土岐市消防団

消防出初式
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平
成
21
年
、
曽
木
、
鶴
里
両
町
の
消
防
団
が
合
併
し
、
濃
南
分
団

が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
当
時
は
１
０
０
人
近
く
の
団
員
で
、
合
併

直
後
の
団
員
を
ま
と
め
る
の
に
苦
労
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
県
操
法

大
会
へ
の
出
場
が
決
定
し
、
大
会
に
向
け
て
の
訓
練
が
当
時
の
分
団

を
一
つ
に
ま
と
め
あ
げ
る
要
因
と
な
り
ま
し
た
。
が
、
そ
の
県
大
会

が
ま
さ
か
の
中
止
。
あ
れ
か
ら
10
年
が
経
ち
、
平
成
23
年
に
濃
南
保

育
園
（
平
成
29
年
度
よ
り
濃
南
こ
ど
も
園
）、
平
成
27
年
に
の
う
な

ん
小
学
校
、
そ
し
て
本
年
２
月
に
は
、
念
願
の
濃
南
分
団
中
核
拠
点

施
設
が
完
成
し
、
曽
木
、
鶴
里
が
「
濃
南
」
と
い
う
も
う
一
つ
の
形

と
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
今
年
４
月
、
市
操
法
大
会
で
優
勝
し
、
10
年

前
に
か
な
わ
な
か
っ
た
県
大
会
出
場
を
つ
か
み
取
り
ま
し
た
。

現
在
、
濃
南
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
、
消
防O

Ｂ
、
各
分
団
、
消

防
職
員
と
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
賜
り
、
市
代
表
と
し
て
県
大

会
に
向
け
て
訓
練
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
出
場
す
る
要
員
は
も
ち
ろ

ん
、
全
団
員
67
名
が
一
丸
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
更
な
る
濃
南
の
10
年
を
み
ん
な
で
考
え
、
多

く
の
仲
間
た
ち
と
一
瞬
一
瞬
を
体
感
し
、
き
っ
と
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

る
「
成
果
」
に
向
か
い
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
の
ご

声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
年
齢

②
団
員
歴

濃
南
分
団
が
県
操
法
大
会
に

土
岐
市
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す

選
手
紹
介

補助員
山下泰二郎さん
①24歳　②１年

四番員
中嶋敏博さん
①35歳　②14年

三番員
山田啓悟さん
①33歳　②３年

二番員
稲垣拓哉さん
①25歳　②３年

一番員
長江有

あり
紘
ひろ
さん

①31歳　②５年

指揮者
伊藤　喬

たかし
さん

①35歳　②10年

市
消
防
団
濃
南
分
団
分
団
長

�

佐
分
利
富
由
さ
ん

消防団員になると
・ボランティア活動を通じて地域の安全に貢献できる。
・応急手当の技術、消火器具の使用技術や防災知識の習得に
　つながる。
・社会人としての規律を学ぶことができる。
・地域や地域住民とのつながりができる。

消防団に入団するには？
・男女問わず18歳以上で市内に居住、勤務、または通学する
　方が対象です。
・入団を希望される方は、地域の消防団またはお近くの消防
　署までお問い合わせください。

　消防本部警防課（☎�0041）

土岐市消防団

訓　練　風　景

消　防　団　員　募　集　！ ！

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

訓
練
道
具
の
搬
出

準
　
　
備

歩
幅
の
確
認

動
作
を
カ
メ
ラ
に
記
録

動
画
で
訓
練
内
容
を
確
認

使
用
し
た
ホ
ー
ス
を
ブ
ラ

シ
掛
け

片
づ
け
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

訓
　
　
練

土岐市消防団では、団員を募集しています。
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